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＜分科会活動報告＞
・普及法人設立の進捗報告
・アンケート実施状況報告
・分科会セッション／定例研究会
・メディアへの寄稿

＜活用状況（2020年9月以降）＞
１．大企業
２．中小企業
３．教育機関
４．金融機関
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■普及法人設立の進捗報告

＜推進中の活動＞
普及法人の設立を目的とする「設立準備」を目的とした法人設立準備を進
めている。（年度内の設立が目標）

＜理由＞
普及法人の設立にあたっては大きなムーブメントにつながる形としたいが現在
の体制（分科会）では力不足であるため

＜主な活動内容＞
1. 普及法人の設立
2. 普及法人の事業計画の策定および事業の立ち上げ
3. KDSに関する法人・個人のネットワーキング
4. 官民連携プラットフォームの事務局機能
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■アンケート実施状況報告

＜実施目的＞
KDSの普及状況の把握および普及戦略立案の基礎資料作成

＜実施状況＞
オンラインアンケートを実施（12月に依頼）
依頼先：分科会関係者（登録者＋イベント参加者）、
TAMA協会会員、知的財産管理技能士会

＜回収状況＞
回収数：98件（1月13日時点）

TAMA協会 11
知的財産管理技能士会 53
分科会セッション参加者 13
分科会登録者 21
総計 98
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■分科会セッション／定例研究会

日本知財学会 学術研究発表会分科会セッション（2020年11月28日）
「IPランドスケープとDXの成功ファクターと経営デザインシートとの融合」

＜ねらい＞
主に企業知財部門の方のKDSの認知を高め、知財部門においても有用なツールであることを
理解いただく。

＜プログラム＞
■講演■
「IPランドスケープの課題と経営デザインシート利用のメリット」
「DXの課題と経営デザインシート利用のメリット」
■座談会■

＜参加者数＞
最大瞬間視聴者数：97名（分科会セッションでは最多）

【今後の予定】
日本知財学会 定例研究会（2021年2月～3月開催予定）
＜ねらい＞
企業知財部門の方に、KDSの活用方法のついての気づきを得ていただく。
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■メディアへの寄稿

「アクセス埼玉」12月号（埼玉県産業振興公社）へ寄稿
＜６P.巻頭特集＞

（概要）
中小企業経営者向けにKDSを紹介

・経営をデザインする必要性
・思考補助ツールとしてのKDSとは
・KDS活用事例（TAMA協会事例）

（内容）
• 今、大切なこと
• 経営をデザインする
• 経営デザインシートを使って思考を広げる
• 経営デザインシートの使い方
• 埼玉県企業における経営デザインシート作成支援の先

行事例
• 経営をデザインしたいときは
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＜活用状況（2020年9月以降）＞

１．大企業
・WICIジャパン
・株式会社トリニティ
・ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社
・産業技術総合研究所 人工知能技術コンソーシアム
２．中小企業
・埼玉県産業振興公社
・中国経済産業局
・一般社団法人首都圏産業活性化協会
ほか多数
３．教育機関
・国際ファッション専門職大学
・桃山学院大学
・都立新宿山吹高等学校
４．金融機関
・一般社団法人首都圏産業活性化協会
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１．大企業

■WICIジャパン
「経営デザインシート活用の統合報告セミナー」

2020年11月～2021年2月
参加者：統合報告書の作成支援をされている方・今後作成支援をしたいと考えて
いる方（募集人数：１０～３０名程度）

「経営デザインシート活用の統合報告セミナー」
2021年1月26日～2021年4月23日
参加者：統合報告書等を発行している企業・今後の発行を検討している企業、自
社の価値創造やその表現、IRに関わりたい個人（募集人数：１０～３０名程
度）

■株式会社トリニティ
「高度デザイン人材ブリッジスクール powered by トリニティ」

令和2年10月31日：ワークショップ「ビジョンデザイン（経営デザインシート）
参加者：上場企業のデザイン組織メンバー３０名。
例）ソニー、日産、コクヨ、デンソー、資生堂、堀場製作所、内田洋行

ＴＯＴＯ、タニタ、ニコン、サントリー、東芝、竹中工務店
日立ドキュメントソリューションズ、トヨタ自動織機 等々
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■ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社（分科会メンバー）
アナリストレポート作成において経営デザインシートを作成
Yahooファイナンス、Bloomberg,トムソンロイター、日経クイック、IFIS（プロ機関投資
家向けアナリストレポートサイト）で全世界に配信
2020年9月以降の事例（４桁数字は証券コード）

6025 日本PCサービス 12月25日発行
8909 シノケングループ 11月15日発行
2372 アイロムグループ 10月14日発行
6838  多摩川HD※ 9月10日発行
※このレポートのおかげで時価総額の２割の20億円もの資金調達を円滑にこなすことができた

■産業技術総合研究所 人工知能技術コンソーシアム（分科会メンバー）
2020年８月21日にバリューデザインワーキンググループを設立
分科会メンバーがワーキンググループのリーダーとして参加
• 目的：バリューデザインマインドの実践及び普及方策の検討とネットワーキング
• 具体的活動：AI/ITリテラシーがない経営者・関係者とAIエンジニアがKDSを通じて円滑
にバリューデザインを構想して、プロジェクトを成功させるための仕組みづくり、研修制度、ガ
イドライン等を作成（３月中に成果を発表イベント開催予定）
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■一般財団法人知的財産研究教育財団（分科会メンバー）

知的財産アナリスト認定講座（特許）においてKDSを紹介

第27期：10月14日～11月11日 45名
第28期：1月30日～3月13日（予定） 約60名
受講者：大企業知財部門（IPランドスケープ担当者）、特許事務所等
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２．中小企業

■埼玉県産業振興公社
知財経営力向上支援（経営デザインシートを活用した県内企業の経営ビジョン策定から
実現までの継続的な支援）

KDSの意義やメリット等についての説明（セミナー）を実施
・業界団体2回（10月、12月）
・支援機関1回（10月）

個別支援
・企業への直接周知（訪問・面談での案内）50社程度
・支援は22社（一通りできたのが4社。作成中が11社。）

個別セミナー
・2社実施済み、5社企画中

11



■中国経済産業局

1. 知的財産を学ぶ動画サイト「もうけの花道」
KDSを取り上げた動画を作成中
• KDSを紹介・説明する動画
• KDSの活用方法・メリットを紹介する動画

2. 動画を活用した支援者向けセミナーを実施予定（1月28日）
• 支援者がKDSを中小企業経営者に提案する方法を学ぶ
• KDSを活用する中で経営者に知財の重要性を理解させる方法

を学ぶ

分科会が協力：企画、取材企業選定、出演（支援者として）
※鮫島委員が古くから関与・近藤も近年関与

３．令和2年度知財を活用した経営デザイン支援事業
戦略的マネジメントケーススタディセミナー（10月3日）
経営デザインシート活用セミナー（10月24日）
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■一般社団法人首都圏産業活性化協会（TAMA協会）
事務局長が分科会メンバー
TAMA協会は令和元年度からKDSを活用した中小企業支援事業に取り組み中
令和2年9月18日 経営デザインセミナー・ワークショップ(相模原会場)

参加者：中小企業事業者 31名/会場19名

■伊豆の国市と伊豆の国市商工会（共催）
伊豆の国創業塾（2020年9月）
分科会メンバーが講師を担当

■磐田市＆浅羽町＆森町商工会（共催）
創業塾（2020年10月）
分科会メンバーが講師を担当

■長泉町と長泉町商工会（共催）
長泉創業スクール（2020年11月）
分科会メンバーが講師を担当

■日本青年会議所東海地区静岡ブロック協議会
2021年3月予定
分科会メンバーが講師を担当予定
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■地銀系コンサルティングファーム（分科会メンバー）
コンサルティングの前工程においてKDSを活用

■(一社)東京都中小企業診断士協会
2020年9月～2021年3月 分科会メンバーが講師を務める理論政策更新研修(中小
企業施策)9回においてKDSを紹介
対象：中小企業診断士

■ディスプロ株式会社
クライアントである工作機械メーカー(売上10億、従業員60名) の活動方針策定で
KDSを作成し支援
※中小企業大学校関西校・広島校 海外事業マネジメント基礎講座も担当（9月以前）

■株式会社トリニティ
「とやまデザインビジネススクール」
令和2年9月4日、9月16日：オープンスクール
令和2年11月12日、12月16日、令和3年1月21日：企業導入ワークショップ
参加者：県内企業の経営者チーム、デザイン、商品開発、企画チームの責任者等25名

■大阪府中小企業家同友会天王寺支部&経営委員会
「経営デザインシート勉強会「経営デザインシートを知ろう！
2020年9月30日、10月6日 対象：中小企業経営者
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■起創会（尼崎商工会議所所属会員による研究会）
アフターコロナの時代に、わが社を繁盛させたい“本気”の起創会メンバーのための「価値デ
ザイン経営実践塾」
2020年9月16日、11月18日、2021年1月20日（予）、2021年2月17日 対
象：中小企業経営者

■大阪府商工会連合会
支援に使える！ビジネスモデルキャンバス
2020年10月19日 対象：大阪府商工会連合会の経営指導員

■大阪府中小企業診断協会・大阪中小企業診断士会
「2020中小企業診断士の日」記念イベント−セッションⅡ「ピンチをチャンスに変える経営
デザインシートの創り方」
2020年11月3日 対象：中小企業診断士

■兵庫県中小企業診断士協会
あたらしい生活様式に適合する中小企業の在り方（中小企業診断士の日イベント）−
激動の環境変化に立ち向かう！未来を描く「経営デザインシート」の創り方
2020年11月3日 対象：中小企業診断士

■尼崎商工会議所・尼崎市・兵庫県商工会連合会
ビジネスを創る起業家のための創業塾2020
2020年10月24日～11月28日（全5日） 対象：創業希望・検討者 15



■（一社）ビジネスモデルイノベーション協会（BMIA）
BMIAコンサルタント養成講座（応用）3「シナリオプランニング」
2020年12月19日、20日

■泉大津商工会議所
夢に挑戦！！めざせ起業家！起業塾 Day1
2021年1月9日 対象：創業希望・検討者

■（特非）ＩＴＣ近畿会＆（特非）ＩＴコーディネータ協会
ニューノーマル時代に求められるビジネスモデルの探索と深化 ～経営デザインシートの活
用～
2020年1月14日（予） 対象：ＩＴコーディネータ、中小企業経営者及び幹部社員、
企業支援者、支援機関、金融機関

■八尾市
八尾あきんど起業塾2020
2021年2月10日（予） 対象：創業希望・検討者
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■一般社団法人IAbM総研／経営デザイン研究会（東京都中小企業
診断士協会認定）

知的資産経営WEEKイベント
「経営デザインシートで始める事業性評価と知的資産経営」
日本青年会議所や地方銀行の取り組みを紹介
令和２年１１月１４日
参加者：主に中小企業診断士 約70名

■知財実務オンライン（オンラインメディア）
「コロナ時代のデジタルと経営に知財人材はどう貢献できるか ～接触確認アプリ・経営デ
ザインシート・統合報告・知的資産経営報告」
2020年10月15日より配信中
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３．教育機関

■国際ファッション専門職大学
＜概要＞
長期インターンシップ制度へのKDSの組み込み

＜意義＞
1. 価値デザイン社会を担う人材育成
2. 学生・教員の意識の変化
3. インターンシップ受け入れ企業にとっての受け入れメリットの実現
4. インターンシップ受け入れ企業へのKDS浸透

＜これまでの取り組み＞
12月14日：田中局長と近藤学長の面談
12月22日：小林参事官による講義を実施（名古屋キャンパス40名）

（東京・大阪キャンパス約200名（後日動画視聴））

★現在分科会でシラバスを検討中（テキスト化も予定）
今年度は、まず分科会の中で議論した結果のシラバスに沿ってパイロット的に講義を行い、
効果や反応（学生 受入れ企業双方）を検証する。また大学の多様性を超えて取り入
れやすく、また経営デザインシート作成の趣旨を取り込んだシラバスを検討する。
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学生が将来

企業間協業の触
媒となる可能性

価値デザインを志向したインターンシップ

事前学習実施
4月5月集中

・価値をデザインするとは
・企業分析フレームワーク
・理念経営
・消費者ニーズとブランド
・経営における知財戦略
・未来志向（バックキャスト）
・演習（シナリオライティング）
・未来へむけた行動宣言

３
年
次

学
生

ファッション製造業

テキスタイル製造業

広告代理店

EC中心の
ベンチャー企業

メディア関連企業

多種多様な
企業群

企業活動の経験

専門職の自覚

企業の価値をデザイ
ンする専門職

知財を幅広く資産
として理解

価値デザイン経営と
いう思考方法

価値デザイン社会の
担い手

地域企業・
地方連携ゼミ

インターンシップ 達成目標

KDS活用の理由：

・新しい価値を世の中に創出す
る人材の育成（経営をデザイン
するという思考方法の習得
に最適

・インターンシップ先企業の理
解に最適

・コミュニケーションツールとし
て最適
・価値創造のメカニズム

の視点の企業分析を身に着け
させるツールとして最適

企業におけるメリット
人材獲得、人材育成という視点から、また外
部の視点からKDSによって自己評価ができる。

学生達は業界のことを学
んでいますので、期待する
将来を描きます。

これを企業に提示して、イ
ンターンシップの受け入れ
の可否の参考資料にして
頂く（自己紹介とも言えま
すが、通り一遍ではなく、
その企業をしっかり分析で
きているかの能力や、企
業に対する想いをはかる
ことができる）

学生達は実際に企業の仕事に携
わって、または期待する将来を、
自ら社員視点で描く（KDSを描く）

これを企業に提示して、将来の
人材となる学生からどう企業が受
け止められているか見て頂く、ま
た採用に向けての資料の一部に
して頂く。つまり企業側の学生を
評価する資料となり得る。

学生は行く前と行った後のKDSで、外からみた企業と中から

みた企業を比較し、期待する将来の実現可能性をみる。ま
た何があれば実現できるか考えてみる。企業に学生の立場
からフィードバックし、価値デザイン経営への気づきを促進。

その他

・自分から始める
・企業が提供する価値
・企業分析（リソース）

・企業が将来提供する
価値とビジネスモデル
・実現への戦略

経営デザイン
シート作成①

２週間単位で
合計４企業での実習

（１ヶ月の長期実習も可）
（７月〜９月中旬に実施）

経営デザイン
シート作成②

資源→ビジネスモデル→価値



国際ファッション専門職大学における活用例

経営デザインシートを活用した感想・効果
• 「ファッションを通じ高齢者がわくわくする社会をつくる」「グローバル市場でマーケティング活動
をする」と明確に将来を描く同級生の発表から強い刺激をうけた。（学生）

• 将来を構想して、今後の学びや身につけるべきものが何か気づくことができた。（学生）
• 学生が受入れ先企業の将来を構想することが、受入れへ感謝の気持ちとなる。（教員）

インターンシップ学生と企業でつくる企業価値デザイン志向の未来

【講義】テーマ：将来を描く経営デザイン
シート ～価値デザイン社会を目指して～」講
師：内閣府知財戦略本部小林英司参事官
内容：経営デザインシート制作の目的
活用方法および制作事例について
【ワークショップ】学生各々が、10年後のな
りたい自分を構想して経営デザインシートを
作成する。数名の発表・学生間で議論・感想、
講演者からの意見で構成

経営デザインシートの活用事例

地域企業・地方連携ゼミ：600時間の長期隣地実習（インターンシップ）を行う3年次の学生・指導
教員対象に経営デザインシートについての講義を開催し、実際に自らの10年後を構想するワーク
ショップを行う。受け入れ先企業の資源→ビジネスモデル→価値の視点の企業分析を行い、受け入れ
先企業の経営デザインシートを作成。経営をデザインするという思考方法を習得できること、また、
企業と学生ののコミュニケーションツールとして、大学全体で活用することを検討する。

制作したシートと発表（学生 松元芽伊さん）

“選ばれないと売れない時代”
これまでの価値を生み出す仕組みを把握し、
ニーズやウォンツに訴求できるこれからの
価値を生み出す仕組みを構想することが
重要であることが学生に語り伝えられた。
内閣府知財戦略部 小林英司参事官
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■桃山学院大学
2020年12月18日
ビジネスデザイン学科（R3.4.1よりビジネスデザイン学部）
「ビジネスモデル演習」授業 生徒約70名

■都立新宿山吹高等学校
2020年12月 都立新宿山吹高等学校で分科会メンバーが講演
参加者：生徒81名
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４．金融機関

■一般社団法人首都圏産業活性化協会（TAMA協会）

令和2年11月19日 第2回金融機関勉強会
参加者：会員金融機関において、産業振興、産学官連携等をミッションに活動している
方（10機関・13名）

■財務省近畿財務局和歌山財務事務所・株式会社紀陽銀行・西日本
電信電話株式会社・きのくに信用金庫・和歌山市ＳＤＧｓ推進ネット
ワーク事務局（共催）

2020年12月12日：「第2回みんなで考えるわかやまのＭＩＲＡＩ＜オンライン＞」
参加者： SDGｓネットワーク会員企業18名

■埼玉県産業振興公社
KDSの意義やメリット等についての説明（セミナー）を実施
・金融機関3回（11月、12月、1月）
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